４　北のやきもの史―江上コレクションを中心に
（同時開催／田園讃歌―仏蘭西に渡った画家たち）

会期：平成25年12月7日(土)～平成26年3月25日(火)
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
共催：北海道新聞社
後援：札幌市、札幌市教育委員会、JR北海道


北のやきもの史―江上コレクションを中心に
The History of Hokkaido Ceramics from the Egami Collection
　北海道における本格的な陶磁器製造は幕末の函館で始まった。幕府、民間双方がやきものづくりに取り組んでいる。明治に入り開拓が進展するとともにやきものの需要も高まり、小樽、札幌などに開窯が相次いだ。大正12年には北海道工業試験場が開場。昭和に入るとここで育った宮下貞一郎、白勢栄悦ら道内出身の陶芸家が活動を開始している。戦後になると、中国古陶磁の研究で著名であった小森忍が来道し、窯業指導と作陶を行った。昭和30年代以降は陶芸家の数も増え、また全国的な民芸ブームを反映して、やきものを愛好する層も広がっていった。
　この展覧会では、幕末から昭和戦後にいたる北海道のやきものの歩みを、約500点に及ぶ江上壽幸氏のコレクションから200点の作品を厳選して紹介した。江上氏のコレクションに加えて、小樽市総合博物館所蔵の箱館焼、新十津川焼、小樽焼の7点を展示した。幕末から昭和戦後にいたる北のやきもの史を系統的にたどることのできる絶好の機会となり、多くのやきものファンで賑わった。展覧会終了後、出品作品を中心に、展示しなかった現存作家の作品を含む約230点が寄贈された。


●展示構成
Ⅰ　幕末～明治期に開かれた窯

Ⅱ　大正期に開かれた窯

Ⅲ　大正末～昭和戦前期に開かれた窯

Ⅳ　昭和戦後期に開かれた窯　　　　　　　　


田園讃歌―仏蘭西に渡った画家たち
Homage to the Pastral: Japanese Painters in France
　明治以降、ヨーロッパの絵画技術を移入した日本では、さらに高度な習熟と、西洋美術の伝統や文化の根幹に触れることを求めて、画家たちが芸術の先進地たるフランスに渡って研鑽を深めた。とくに1910～1930年代（大正期から昭和初期）には、北海道の画家たちも含めて、多くの画家たちが渡仏し、それぞれの絵画の道を切り開いていく。彼らにとってフランスは、美を求める者の理想郷ともいえる、芸術の田園であったかもしれない。
　本展では、そうした画家たちの滞仏時の制作や帰国後の特色ある作品などに加えて、エコール・ド・パリなど同時代のフランスの画家たちの作品も併せて紹介した。


●展示構成
Ⅰ仏蘭西に渡った画家たち
Ⅱ仏蘭西憧憬－エコール・ド・パリの風景
の二部構成。Ⅰでは1910～1930年代に渡仏した日本人画家たちの作品（滞欧作を主に一部は帰国・戦後の作品など）を、Ⅱでは、エコール・ド・パリの画家やフランス生まれの画家、版画家など、同時期にフランスで活躍していた作家たちの作品を展示した。各作家の解説パネルを付すほか、参考作品写真パネルも適宜作成した。また、明治期から昭和戦前期にかけての渡仏画家の渡仏時期を記した年表も作成し、鑑賞理解の一助としたほか、Ⅱコーナー内では大型モニターを用いた映像解説「エコール・ド・パリの日本人画家」（約6分）を放映した。
　　

●作品展示
[bookmark: _GoBack]日本通運株式会社

●会場造作
株式会社松原建装

●広報印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
印刷：山藤三陽印刷株式会社
デザイン：三善俊彦

●関連事業
[解説ツアー]
日時：12月14日(土)、21日(土)　午後2時～３時
講師：江上壽幸氏（所蔵家）
会場：当館常設展示室

[ギャラリー・トーク]　会場はいずれも常設展示室
日時：12月28日(土)、２月22日(土)　午後2時～2時30分
講師：薗部容子(当館学芸員)
内容：「さすらいの陶工　泉山了谷とその周辺」

日時：１月４日(土)、２月15日(土)　午後2時～2時30分
講師：地家光二（当館学芸第二課長）
内容：「憧れの文様　浮世絵で着物の美を楽しむ」

日時：１月25日(土)、３月22日(土)　 午後2時～2時30分
講師：森本陽香(当館学芸員)
内容：「小森忍の歩み」

日時：２月１日(土)、３月８日(土)　 午後2時～2時30分
講師：苫名真（当館学芸第一課長)
内容：「北のやきもの史―幕末から昭和まで」


●主な新聞・雑誌記事等
【北のやきもの史】
・北海道新聞「ほっかいどう・アート探訪」　苫名真「道内陶磁器製造の先駆」　平成26年2月17日(月)朝刊　

【田園讃歌】
・北海道新聞「ほっかいどう・アート探訪」　地家光二「静穏清廉なたたずまい」　平成26年3月3日(月)朝刊
・毎日新聞　平成26年3月19日(水)朝刊（北海道版）


